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あさがお日和  

 
 

つるを絡ませて伸びていく『あさがお』 

       固い絆 愛情の絆 そして友情 

      地域に暮らす皆さまと手を取り合い 

       一緒に困りごとを解決していく 

そんな存在でいたいと私たちは思っています 
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みんなでリハビリ

今月のトピックス 

 

○訪問看護開設 10 周年を迎えました 

○カンタキ「あさがお」つれづれ写真日記 

○あさがおの取り組み 

○みんなでリハビリ  福祉用具～ベッド周辺編～ 

○オフ STYLE 

○あとがき 

福祉用具の利用には、介護保険が必要になります。レンタル方法や購入方法に 

関しては担当のケアマネジャーまたは、訪問看護師、リハビリまでご相談ください。 

担当 土岐 
 福祉用具 ～ベッド周辺編～  

 

 

今回は寝台・寝床から立ち上がる際にあると便利な福祉用具と環境作りのポイントをご紹介します。環境を整

えることで、立ち上がりやその後の歩行がスムーズになり、転倒を予防することができます。どのような福祉

用具や環境作りができるのか一部紹介させていただきます。 
※福祉用具とは…介護や介助が必要な方の日常生活やリハビリ・機能訓練をサポートするための用具や機器のこと。 

 

 
 

 

≪たちあっぷ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

数本の手すりがあるので、

丁度良い高さで支持するこ

とができ、床からの立ち座

りをスムーズにできます。 

≪昇降椅子≫ 

 

 

 

 

 

床への立ち座りを座椅子に

座ったまま行え、膝への負

担が軽減されます。 

 

≪L字バー≫ 

 

 

 

 

 

 

ベッドからの立ち座りが 

スムーズになります。 

 

≪たちあっぷ≫ 

 

 

 

 

 

ベッドからの立ち座

りをスムーズにした

り、支えにすることで

目的地まで安全に移

動できます。 

 

≪ベストポジションバー≫ 

     掴まって立つこ 

とで安定感が得 

られ、歩行をサ 

ポートできま 

す。 

バー同士を 

横手すりで繋

げ、目的地まで掴まり歩き

ができるように工夫するこ

ともできます。 

 

 

 

 

ベッドからの場合 

床上の場合 

  
 

全ての基本動作は寝起き～座る、立ち上が

るへと繋がります。寝台・寝床から離れて活

動することで生活にメリハリがつきます。 

あとがき 

秋風が心地よい季節となりました

が朝夕の気温差にはまだまだ体が驚

く日々が続いています。秋の色であ

る赤やオレンジは心を穏やかにし、気

持ちを整える効果があると言われてい

ます。季節を感じながら心身の調子も

整えていきたいものです。 

あさがお訪問看護ステーションは、

地域の皆様や利用者様、他事業所のご

支援もあり開設 10 周年を迎えること

ができました。今後も助け合いと前進

を軸に、より皆様のお役に立てる活動

を続けていけるよう広報の発信も努め

て参りますので今後とも宜しくお願い

致します。        細田 

～あなたの密かな楽しみ教えてください～ 

オフＳＴＹＬＥ 
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2025神無月号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あさがおの取り組み
～虐待はどうして起こる？ 

        虐待防止委員会研修より～ 

具体的な事例を元にグループワークを行い、

多職種の意見を交えながら対応策を考えまし

た。様々な視点からの意見交換を通じて、虐待

の早期発見や対応の重要性を再認識し、実際の

現場で活かせる実践的な学びとなりました。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

多職種とのグループワークは、多角的な視点

や新たな発想が得られるだけでなく、コミュニ

ケーション力や協働する姿勢、相互理解の大切

さも深く学べる貴重な時間です☆ 

 

～スピリチュアルペインと 

スピリチュアルケア～ 

   今回は緩和ケア研修に千葉徳洲会病院の 

西部愛先生（緩和ケア認定看護師）をお迎え 

して行いました。 

人間の存在とは「関係性、自律性、時間性」

でバランスが保たれており、ここが障害された

時、スピリチュアルペインに繋がる。苦しみは、

希望と現実のズレから生じることなど、多職種

にわかりやすくお話下さいました。 

目の前の人の苦しみに目を向けているのか、

意識の向け方により見え方も変わることを忘

れずにコミュニケーションをとることを大切

にしていきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

カンタキ「あさがお」 

つれづれ写真日記 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちの訪問看護ステーションは、今年で開設 10 周年を迎えることができました。これまで支えてくだ

さった、地域の皆様、関係機関の皆様、そして利用者様とそのご家族様に心より感謝を申し上げます。 

そして改めて皆様方のお力添えをいただきこの節目の時を迎えられたと思っております。 

今回はこれまでの 10 年の軌跡を振り返り、これから先の思いをお伝えしたいと思います。 

 

 

2015 年 10 月 1 日  

あさがお訪問看護ステーション開設 

 

現在の地へお引越し!! 

コミュニケーションって
本当に大切だよね…

現在は当たり前のスマートフォン 

このころ普及率約 50％⁉ 

小さな希望や不安にも耳を傾けたい、
介護する家族の疲れや葛藤にも寄り 

添いたい、一人ひとりにとって「安心
できる存在」としてのチームでありた
いと利用者様のもとへ！ 

 

チーム全体の知識やスキルを向上 
するために、「思考過程を重視し、 

それを共有すること」を大切にして 
きました。 
 

ケアマネージャーや多職種との連携を
大切に情報共有し、適宜医師ともケア
カンファレンスを行い、その人らしさ

を守るケアを大切にしてきました。 

看護小規模型居宅介護（看多機）の仕組み
について、勉強会をしたり話し合ったりし
ました。それでもなかなか複雑。 

既に運営されている他事業所の看多機を
見学しお話を聞いたりしました。 

スタッフもまた一人の人間。 
子育て、介護、キャリアアップなど
人生にはいろいろな分岐点がありま

す。スタッフの退職が重なり、対応
に苦慮したこともありました。 

世界中が震撼したコロナ禍。 

マスクが日常となり表情が見えにく
くなりました。 
対面での話し合いが減少… 

だからこそ、電話、FAXを使いながら
連携を絶やさぬようにしてきました。 

これからもスタッフそれぞれの持ち味や

違いを尊重し合い、誰かの不安が和らいだ
り、少し楽になったり、そんな一つ一つを
大切にできるチームを目指していきます。 

あさがお訪問看護ステーション開設 10周年に寄せて 

気が付いたら開設 10 年となっていました。毎年毎年、想定外のことが起こり、不安になることや焦って

しまうことも多々ありましたが、それでも今日まで続いて来たということは、何とかなってきたのだとしみ

じみとします。尊敬する先輩たちから当時管理者を引き継ぎ、コロナを駆け抜けて落ち着いたとき、ハッと

我に返ることがありました。『ステーションをどうしていきたいか…』と改めて立ち返った時、今思えば管

理者としてあさがおとしての新たなスタートだったような気がします。決して大きくはない事業所ですが、

人との出会いや別れを繰り返し進んできたことに、しっかりと感謝しまた前を向いて進んでいきます。 

                                   あさがお管理者 津和崎 

 

since 2015,10,1  あさがお訪問看護ステーション 

2018 年 4 月１日 

看護小規模多機能型居宅介護開設（看多機） 

 

それでも道は続く


